
北上市議会市政調査会第２回議員研修会
令和４年10月６日

・地方議会は
「民主主義の学校」

ジェームズ・ブライス(英)
トクビル（仏）

＝日本の地方議会はそれを
体現しているか？
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～効果的な議員間討議の方法について～



議会の３つの役割

１） 監視機能

２） 政策立案機能

３） 民意吸収機能

※住民福祉の向上を目的とし

チーム議会として「仕組み」を作り役割を果たす！

（議員個人の力が線香花火→議会として塊の力は打上花火）

※議員間討議の重要性(論点を巡って合意形成を図る)
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会津若松市議会の特徴
市民意見を起点とした政策への取組

会津若松市議会は、平成２０年６月定例

会において賛成総員で可決・制定された

議会基本条例に基づき、議会改革を進め

てきました。

特に、「政策サイクル」（左図参照）

と呼んでいる、市民意見を起点として政

策立案・提言に結び付けていく取組では、

数々の成果を市民の皆さんへ示すことが

できました。賛否だけでない「政策の豊

富化」につながっています。

（また、政策討論会は通年議会化により

予算決算委員会の所管事務調査となりま

した。）
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年2回実施　200人を下回った事はない
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議員間討議とは
（議員間討議の流れ）

5



chat ・・・・・・・「雑談」＊特に目的なし

conversation・・・「会話」＊関係性を築く

debate・・・・・・「討論」＊物事を決める

dialogue・・・・・「対話」＊目的を共有
deliberation・・・・「熟議」＊方策を考える

・「対話」は、違いに耳を傾け意見の多様性を知り新しい知見を得る。

・「討論」は、互いの立脚点を明らかにし、相手を論破する。

青森大学教授 佐藤淳氏資料より(一部加工)
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※通年議会化により議会制度検討委員会は特別委員会、政策討論会は予算決算委員会に。
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予算決算委員会各分科会における調査研究内容
第１分科会

（構成：総務委員会委員）

第２分科会
(構成：文教厚生委員会委員)

第３分科会
(構成：産業経済委員会委員)

第４分科会
（構成：建設委員会委員）

議会制度検討
特別委員会

討
論
テ
ー
マ

①本市財政の持続可能
性と事業・サービスと
の調和について～市民
が事業・サービスを選
択しうる舞台づくり～

②行政サービス提供機
能のあり方と庁舎等整
備の方向性について

①防災などの地域の諸問題解
決に向けた地域と行政機関等
との連携による新たな地域社
会システムの構築について

②高齢社会及び少子化社会に
おける社会保障サービスとそ
の負担のあり方について

③教育・学習環境の整備につ
いて

①地域経済活性化と
持続可能な地域産業
の維持・育成につい
て

①防災などの地域の
諸問題解決に向けた
地域と行政機関等と
の連携による新たな
地域社会システムの
構築について

②都市計画の基本的
方向性について

①議会活動と議員
定数等との関連性
及びそれらの在り
方について

具
体
的
検
討
テ
ー
マ

①健全な財政運営に基
づく最適な自治体づく
りについて～財政健全
化、住民自治、ＩＣＴ
と未来社会～

②均衡ある行政機能と
住民サービスのあり方
について～まちの拠点
～

①地域における防災力の向上
について

②地域福祉について～地域住
民が皆社会参加できる地域づ
くり～

③学校における学習環境の整
備について

①農業の担い手育成
及び農業所得向上に
ついて

②観光誘客並びに地
域経済活性化及び支
援策の在り方につい
て

③新工業団地の造成
について

①市民の安心・安全
を担保するための社
会インフラのあり方
について

②官民連携による降
雪対策のあり方につ
いて

①議会活動評価モ
デルを活用した政
策サイクルの発展
に向けた実装
について

②議会活動の見え
る化の推進につい
て

令和4年8月～
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「地方議会成熟度評価」の実装

【ステップ②】

５つの視点で成熟度評価

視点１～戦略プラン

視点２～政策サイクル

視点３～条件整備

視点４～信頼と責任

視点５～ふり返りと学び

【ステップ①】

※「議会プロフィール」で我が議会を知り目指す方向性の確認

「住民福祉の向上」
に役立つ議会となって

いるか自ら評価

令和４年７月２９日
「政策サイクル推進地方議会フォーラム」が結成

事務局～日本生産性本部

自治日報「議会」参照（Ｒ2.11/13）



デジタル田園都市国家構想推進交付金に
関する補正予算に要望的意見

令和４年７月臨時会予算 （国の補助率２/３）約5億5,347万円

⑴地産地消促進のための需給マッチングサービス（ 5,800万円）

⑵産業観光を起点とした観光ＤＸサービス（9,100万円）

⑶地域課題解決型デジタル地域通貨サービス（9,850万円）

⑷医療情報統合によるデータベース構築と閲覧可能な

データベースを活用した遠隔医療サービス (1億2,300万円)

⑸位置情報を活用したデジタル防災サービス（5,650万円）

⑹“書かない”行政手続きナビ（7,620万円）

※上記以外・データ連携基盤改修及び全体プロジェクト管理費(3億700万円)

・市民理解の促進や運用等に要する経費（2,000万円）
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デジタル田園都市国家構想推進交付金に
関する補正予算 （総額8億3,020万円）



デジタル田園都市国家構想推進交付金に

関する補正予算に付帯決議

１）（受託業者の）積算の妥当性を確認するため、市に提出され

る補助金交付申請書及び実績報告書を公開すること

２）今後の地域経済発展のため、更なる横展開として地元企業と

の連携を拡充すること

３）ヘルスケア分野の取組みについて、会津オンライン診療研究

会との関係性を再構築し、連携を強化すること
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令和４年９月定例会議 予算決算委員会

各分科会委員間討議と要望的意見⑴
第１分科会（総務委員会で構成）

①財政規律

②社会の変化に応じた組織再編と人員配置の在り方

③地域内交通の通学のための活用

要望的意見～２件

②「空き家対策」「住民自治対応の２課の統合」

③「通学に地域内交通の利用について教育委員会と協議」
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令和４年９月定例会議 予算決算委員会

各分科会委員間討議と要望的意見⑵
第２分科会（文教厚生委員会で構成）

①児童・生徒の豊かな心の育成

②特別支援教育の充実

③つながりポイント事業の改善に向けた取組み

④ごみ減量化の取組み

⑤地域の実情に応じた通学支援

要望的意見～３件

②「教育現場への専門性の高い人材確保」

③「市民への認知度向上、手続きの見直し、協力店の拡大」

⑤「通学における地域公共交通の利用の助成」
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令和４年９月定例会議 予算決算委員会

各分科会委員間討議と要望的意見⑶
第３分科会（産業経済委員会で構成）

①あいづ食の陣実行委員会負担金の在り方

②中小企業及び小規模企業振興補助金の在り方

③観光産業再活性化推進事業の評価

④会津まつり協会負担金の在り方

要望的意見～０件
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令和４年９月定例会議 予算決算委員会

各分科会委員間討議と要望的意見⑷
第４分科会（建設委員会で構成）

①除雪状況の公開

②未対応となっている道路整備要望の精査

要望的意見～１件

②「未対応の要望の精査、管理の効率化、予算確保」
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政策サイクルの全体図



議会からの政策提言～成果(1）
（市民との意見交換会から）

[財政問題への懸念]
・財政調整基金が標準財政規模の５％弱だったものが
国の指針の１０％以上を推移(コロナ禍でやや下降ぎみ)

・公共施設白書の作成と長寿命化「基金」が創設
[鶴ヶ城近隣の公共施設移転計画～検討会を設置]
・市は計画を見直し、小学校を現在地に建替え

[除排雪問題]
・除拝雪予算の増額と、一部私道除雪の実施

[湊町上水道未整備地区問題]
・５年間で整備する計画を策定し予算化

[行仁小学校建替え時、複合化の内容の見直し]
・執行部計画に対して地域住民から声が反映されて
いないとクレーム。議会が間に入って調整。
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◆市民意見をもとにした政策立案・政策提言とその結果
～湊町上水道未整備地区問題～
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◆市民意見をもとにした政策立案・政策提言とその結果
～行仁小学校の学校建築のあり方～
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[請 願]

・市施設警備委託料の最低制限価格の増額見直し

・会津清酒の普及促進に関する（乾杯）条例の制定

[陳 情]

・公設地方卸売市場の使用料が４分の３に引き下げ

・飯盛山の公衆トイレ改修に高率の補助金

・西若松駅東口への公衆トイレの設置

・若者が利用できるフリースペースが西若松駅西口に

・木造住宅耐震改修支援補助金が創設

議会からの政策提言～成果(２）
（請願・陳情から）
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◆採択された陳情とその結果
～観光地への公衆トイレの設置～
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政策提言及び決議等に係る調査

※平成27年9月(前の改選期直後)～令和2年9月の5年間における

提言や決議に対する執行機関の対応状況を調査（以下の通り）

※政策討論会でまとめた市への「政策提言」5件
※本会議で議決した「決議(付帯決議を含む)」13件
※委員会における議案審査の時にまとめられた「要望的意見」
計48件 第１分科会9件・第２：11件・第3：8件・第４：20件

（総務） （文教厚生） （産業経済）（建設）



政策提言及び決議等に係る調査スケジュール

①議会が政策提言及び決議等の対応状況を自ら認識作業

(令和４年4月末終了）

②議会側認識に対する執行機関に確認作業依頼

（令和４年7月末締切り）

③相違や執行部の不十分な対応があれば、論点を整理し

再び、政策サイクルの俎上に載せ論議（9月定例会議）

（‟振り返り”を通じて市民意見の政策への反映の実効性

を図る～今後は任期3年目に実施）



議会成熟度評価サイクル
《議会制度検討特別委員会内

での同意》

１年目 ２年目 ４年
目

１年目 ・・・３年目

議会プロフィール
（作成）

政策提言及び決議
等に係る調査

申送り

議会プロフィール
（更新）

・議会制度検討委員会が「成熟度評
価サイクル」を回す中核となる。

・各常任委員会とは緊密な連携をと
りながら、「議会プロフィール」
「政策提言及び決議等に係る調
査」「内部評価」を作成する。

内部評価
外部評価



議会改革の前史

議会運営

①住民との関係～閉鎖的

②議員間の関係～質問だけ

③首長との関係～追認機関
（執行機関）

議会改革の本史

①住民と歩む（主権者教育）

②議員間討議（対話と熟議）

③政策競争（政策の豊富化）

【議会基本条例】の制定

会津若松市議会の改革の軌跡

政策サイクル４つの要素

・住民を起点・政策提言と評価

・財政に関わる・総合計画に関わる
26

（江藤俊昭大正大学教授の資料を参考）

住民福祉の向上のため
永続的な「議会改革」の
進化と深化を求め

《成熟度評価》を実装



住民の政治参加の方法

①選挙による

②知合いの議員に依頼

③議会への請願・陳情 (意見陳述の場の提供は？)

④議会が主催するタウンミーテイング

（報告会や意見交換会）

※議会の場合、特に④が「チーム」になっているか
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地方自治の概念

団体自治
・国と対等な関係で地域の

行政事務を処理

・そのための自主立法権

(条例制定)

・自主財源を持つための課税

権（住民税）

住民自治
・議会の設置

・長と議員の直接公選制

＝二元代表制

※自治体の意思＝住民の意思

として制度と機能が有効に

果たされるよう議会が役割

を発揮しているか！
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